
３ 高齢者入所施設等「検疫モデル」

入所系の高齢者施設など，感染者が発生
した場合に集団感染や重症化のリスクが高
い施設について，施設職員に対する研修・
指導など，施設内の感染対策の強化と併せ
て，新規入所者に対する入所前のＰＣＲ検
査の実施などにより施設内へのウイルスの
持みを防ぐ「検疫モデル」を京大病院と本
市の連携により開発します。
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新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止に向けた包括連携協定

３ 高齢者入所施設等「検疫モデル」(イメージ図)

 入所前教育（利用者）

高齢者福祉施設入

所前に，家族を含め
感染予防についての
知識を身に着け，日
常生活上の注意を行
う。

 ＰＣＲ検査（検疫）

入所決定前２週間を
目途に，対象者が，
感染予防のための生
活を実行後，入所前
ＰＣＲ検査を実施す
る。

 施設教育

高齢者福祉施設に

おいて，職員等へ感
染予防のための行動
変容を促し，施設へ
のウイルスの持込み
を制限する。

サポート（京都大学医学部附属病院）保健指導，患者発生時の蔓延防止指導，教育媒体の作成など
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